
(57)【要約】

　　【課題】互いに転がり接触する一対のピンを用いて

相互に連結される動力伝達チェーンにおいて、強度およ

び耐久性を向上すると共に、小型化を達成すること。

　　【解決手段】第１～第３の列５１～５３はそれぞれ

、チェーン進行方向Ｘの位置が同じである複数のリンク

２を含む。第１～第３の列５１～５３のそれぞれのリン

ク２の数は、偶数（例えば、８）で且つ相等しくされて

いる。これにより、第１～第３の列５１～５３のそれぞ

れのリンク２に生じる応力を概ね均一にして、第１～第

３の列５１～５３間に応力の偏りが生じることを防止で

きる。その結果、強度および耐久性を格段に向上するこ

とができる。また、特定の列のリンクがチェーン幅方向

に突出することがなく、装置の小型化を達成することが

できる。

　　【選択図】　　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 チ ェ ー ン 幅 方 向 に 並 ぶ 複 数 の リ ン ク を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の リ ン ク 列 を 備 え 、 対 応 す る リ
ン ク 列 の 対 応 す る リ ン ク が 互 い に 転 が り 接 触 す る 一 対 の ピ ン を 用 い て 相 互 に 連 結 さ れ る 動
力 伝 達 チ ェ ー ン に お い て 、 各 リ ン ク 列 の リ ン ク の 数 が 偶 数 で 相 等 し い こ と を 特 徴 と す る 動
力 伝 達 チ ェ ー ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 少 な く と も １ つ の 上 記 リ ン ク 列 は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 の 中 央 に 互 い に
積 み 重 ね て 配 置 さ れ る ２ つ の リ ン ク を 含 む こ と を 特 徴 と す る 動 力 伝 達 チ ェ ー ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 上 記 各 リ ン ク 列 の リ ン ク は 、 そ れ ぞ れ チ ェ ー ン 幅 方 向 の 中
央 を 中 心 と し て 対 称 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 動 力 伝 達 チ ェ ー ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ， ２ ま た は ３ に お い て 、 上 記 複 数 の リ ン ク 列 は 第 １ お よ び 第 ２ の リ ン ク 列 を 含
み 、 こ れ ら 各 リ ン ク 列 の リ ン ク は 、 チ ェ ー ン 進 行 方 向 の 前 後 に 並 ぶ 前 貫 通 孔 お よ び 後 貫 通
孔 を そ れ ぞ れ 有 し 、
　 上 記 一 対 の ピ ン は 、 第 １ の リ ン ク 列 の リ ン ク の 前 貫 通 孔 に 圧 入 固 定 さ れ 且 つ 第 ２ の リ ン
ク 列 の リ ン ク の 後 貫 通 孔 に 移 動 可 能 に 嵌 め 入 れ ら れ た 第 １ の ピ ン と 、 第 １ の リ ン ク 列 の リ
ン ク の 前 貫 通 孔 に 移 動 可 能 に 嵌 め 入 れ ら れ 且 つ 第 ２ の リ ン ク 列 の リ ン ク の 後 貫 通 孔 に 圧 入
固 定 さ れ た 第 ２ の ピ ン と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 動 力 伝 達 チ ェ ー ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 相 対 向 す る 一 対 の 円 錐 面 状 の シ ー ブ 面 を そ れ ぞ れ 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の プ ー リ と 、 こ
れ ら の プ ー リ 間 に 巻 き 掛 け ら れ 、 シ ー ブ 面 に 接 触 し て 動 力 を 伝 達 す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ま
た は ４ 記 載 の 動 力 伝 達 チ ェ ー ン と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 動 力 伝 達 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 力 伝 達 チ ェ ー ン お よ び こ れ を 備 え る 動 力 伝 達 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 の 無 段 変 速 機 （ Ｃ Ｖ Ｔ ： Continuously Variable Transmission） 等 の 動 力 伝 達 装
置 に 用 い ら れ る 無 端 状 の 動 力 伝 達 チ ェ ー ン は 、 通 例 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 に 積 層 さ れ た 複 数 の
リ ン ク を １ つ の 組 と し て 、 複 数 の 組 の リ ン ク を チ ェ ー ン 進 行 方 向 に 並 べ 、 チ ェ ー ン 進 行 方
向 に 隣 接 す る 組 の 対 応 す る リ ン ク 同 士 を ピ ン で 連 結 さ れ て な る 。 こ の よ う な 動 力 伝 達 チ ェ
ー ン に は 、 ２ つ の 棒 状 部 材 を 組 み 合 わ せ て な る ピ ン を 用 い る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ４ － １ ５ ８ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 動 力 伝 達 チ ェ ー ン に お い て 、 強 度 お よ び 耐 久 性 の 向 上 が 要 請 さ れ て お り 、 さ
ら に 車 体 等 に 対 す る 配 置 の 自 由 度 を 高 め る た め に 小 型 化 が 要 求 さ れ て い る 。
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 強 度 お よ び 耐 久 性 を 向 上 で き 、 さ ら に は 小 型 化 を 達 成 す る こ と の で
き る 動 力 伝 達 チ ェ ー ン お よ び こ れ を 備 え る 動 力 伝 達 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 に 並 ぶ 複 数 の リ ン ク を そ れ ぞ れ 含
む 複 数 の リ ン ク 列 を 備 え 、 対 応 す る リ ン ク 列 の 対 応 す る リ ン ク が 互 い に 転 が り 接 触 す る 一
対 の ピ ン を 用 い て 相 互 に 連 結 さ れ る 動 力 伝 達 チ ェ ー ン に お い て 、 各 リ ン ク 列 の リ ン ク の 数
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が 偶 数 で 相 等 し い こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 本 願 発 明 者 は 、 互 い に 転 が り 接 触 す る 一 対 の ピ ン を 用 い て 相 互 に 連 結 さ れ る 動 力 伝 達 チ
ェ ー ン に お い て 、 各 リ ン ク 列 の リ ン ク の 数 を 相 等 し く す る こ と が 、 強 度 お よ び 耐 久 性 の 向
上 な ら び に 小 型 化 に 有 効 で あ る と の 着 想 を 得 、 本 発 明 を 想 到 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 従 来 、 こ の 種 の 動 力 伝 達 チ ェ ー ン の 各 リ ン ク 列 の リ ン ク の 数 の 相 違 に つ い て
考 慮 が な さ れ て お ら ず 、 各 リ ン ク 列 の リ ン ク の 数 が 不 均 一 で あ っ た 。 そ の 結 果 、 最 も 少 な
い 数 の リ ン ク か ら な る リ ン ク 列 の 応 力 が 他 の リ ン ク 列 よ り も 高 く な る 傾 向 に あ っ た 。 一 方
、 最 も 多 い 数 の リ ン ク か ら な る リ ン ク 列 は 、 過 分 に 低 い 応 力 し か 発 生 せ ず 、 チ ェ ー ン 幅 方
向 に 余 分 な ス ペ ー ス を 有 し て 装 置 の 大 型 化 の 原 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 に よ れ ば 、 各 リ ン ク 列 の リ ン ク の 数 を 相 等 し く し て い る の で 、 各 リ
ン ク 列 の リ ン ク に 生 じ る 応 力 を 概 ね 均 一 に し て 、 リ ン ク 列 間 に 応 力 の 偏 り が 生 じ る こ と を
防 止 で き る 。 そ の 結 果 、 強 度 お よ び 耐 久 性 を 格 段 に 向 上 す る こ と が で き る 。 し か も 、 各 リ
ン ク 列 の リ ン ク の 数 を 相 等 し く し て い る の で 、 特 定 の リ ン ク 列 の リ ン ク が チ ェ ー ン 幅 方 向
に 突 出 す る こ と が な く 、 装 置 の 小 型 化 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 少 な く と も １ つ の 上 記 リ ン ク 列 は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 の 中 央 に 互
い に 積 み 重 ね て 配 置 さ れ る ２ つ の リ ン ク を 含 む 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 の
中 央 の 強 度 等 を よ り 高 く で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 上 記 各 リ ン ク 列 の リ ン ク は 、 そ れ ぞ れ チ ェ ー ン 幅 方 向 の 中 央 を
中 心 と し て 対 称 に 配 置 さ れ て い る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 の 負 荷 バ ラ ン ス
を 均 一 に で き 、 強 度 等 を よ り 一 層 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 上 記 複 数 の リ ン ク 列 は 第 １ お よ び 第 ２ の リ ン ク 列 を 含 み 、 こ れ
ら 各 リ ン ク 列 の リ ン ク は 、 チ ェ ー ン 進 行 方 向 の 前 後 に 並 ぶ 前 貫 通 孔 お よ び 後 貫 通 孔 を そ れ
ぞ れ 有 し 、 上 記 一 対 の ピ ン は 、 第 １ の リ ン ク 列 の リ ン ク の 前 貫 通 孔 に 圧 入 固 定 さ れ 且 つ 第
２ の リ ン ク 列 の リ ン ク の 後 貫 通 孔 に 移 動 可 能 に 嵌 め 入 れ ら れ た 第 １ の ピ ン と 、 第 １ の リ ン
ク 列 の リ ン ク の 前 貫 通 孔 に 移 動 可 能 に 嵌 め 入 れ ら れ 且 つ 第 ２ の リ ン ク 列 の リ ン ク の 後 貫 通
孔 に 圧 入 固 定 さ れ た 第 ２ の ピ ン と を 含 む 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 場 合 、 例 え ば 、 第 １ の ピ ン が プ ー リ 等 の 動 力 伝 達 対 象 に 係 合 し て 動 力 を 伝 達 す る 際
、 第 ２ の ピ ン が こ の 第 １ の ピ ン に 対 し て 転 が り 接 触 移 動 す る こ と に よ り 、 リ ン ク 同 士 の 長
さ 方 向 の 屈 曲 が 可 能 と さ れ 、 第 １ の ピ ン が 動 力 伝 達 対 象 に 対 し て ほ と ん ど 回 転 し な い こ と
と な り 、 摩 擦 損 失 を 低 減 し て 高 い 伝 動 効 率 を 確 保 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 相 対 向 す る 一 対 の 円 錐 面 状 の シ ー ブ 面 を そ れ ぞ れ 有 す る 第 １ お
よ び 第 ２ の プ ー リ と 、 こ れ ら の プ ー リ 間 に 巻 き 掛 け ら れ 、 シ ー ブ 面 に 接 触 し て 動 力 を 伝 達
す る 上 記 動 力 伝 達 チ ェ ー ン と を 備 え る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 伝 動 効 率 に 優 れ 、 極 め て 大
き な 動 力 を 伝 達 で き る と 共 に 、 耐 久 性 に 優 れ 、 さ ら に は コ ン パ ク ト な 動 力 伝 達 装 置 を 実 現
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 動 力 伝 達 チ ェ ー ン の 一 実 施 の 形 態 に 係 る チ ェ ー ン 式 無 段 変 速 機 用 の 動
力 伝 達 チ ェ ー ン （ 以 下 で は 、 単 に チ ェ ー ン と い う ） の 要 部 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で
あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す チ ェ ー ン の 要 部 の 断 面 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ の Ｉ Ｉ － Ｉ
Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 、 チ ェ ー ン １ は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ に 並 ぶ 複 数 の 板 状 の リ ン
ク ２ を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の リ ン ク 列 と し て の 第 １ の 列 ５ １ （ 第 １ の リ ン ク 列 ） 、 第 ２ の 列
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５ ２ （ 第 ２ の リ ン ク 列 ） お よ び 第 ３ の 列 ５ ３ と 、 互 い に 転 が り 接 触 す る 一 対 の ピ ン と し て
の 複 数 の 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ン ３ ， ４ と を 備 え て い る 。
　 第 １ の ピ ン ３ の 両 端 は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 両 端 に 配 置 さ れ る リ ン ク ２ か ら チ ェ ー ン 幅
方 向 Ｗ に 突 出 し て お り 、 第 １ の ピ ン ３ の 両 端 面 に は 、 シ ー ブ 面 接 触 用 の 動 力 伝 達 面 ５ ， ６
が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 第 １ の ピ ン ３ は そ の 動 力 伝 達 面 ５ ， ６ に よ っ て 直 接 動 力 伝 達
に 寄 与 す る た め 、 例 え ば 軸 受 用 鋼 （ 例 え ば Ｓ Ｕ Ｊ ２ ） 等 の 高 強 度 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の ピ ン ４ （ ス ト リ ッ プ 、 ま た は イ ン タ ー ピ ー ス と も い う ） は 、 シ ー ブ 面 と 接 触 し な
い よ う に 第 １ の ピ ン ３ よ り も 若 干 短 く 形 成 さ れ た 棒 状 体 で あ る 。
　 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の そ れ ぞ れ に お い て 、 同 一 列 の リ ン ク ２ は 、 チ ェ ー ン 進 行 方
向 Ｘ の 位 置 が 互 い に 同 じ で あ る （ 揃 え ら れ て い る ） 。 対 応 す る 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３
の 対 応 す る リ ン ク ２ は 、 対 応 す る 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ン ３ ， ４ を 用 い て 相 互 に 連 結 さ れ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 リ ン ク ２ は 、 チ ェ ー ン 進 行 方 向 Ｘ の 前 後
に 並 ぶ 一 対 の 端 部 と し て の 前 端 部 ７ お よ び 後 端 部 ８ を 含 み 、 こ れ ら の 端 部 ７ ， ８ に は そ れ
ぞ れ 前 貫 通 孔 ９ お よ び 後 貫 通 孔 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 各 リ ン ク ２ は 、 概 ね 同 一 の 厚 み を
有 し て い る 。
　 第 １ の 列 ５ １ の リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ と 第 ２ の 列 ５ ２ の リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔 １ ０ と は 、
チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ に 並 ん で 互 い に 対 応 し て お り 、 こ れ ら の 各 貫 通 孔 ９ ， １ ０ を 挿 通 す る 第
１ お よ び 第 ２ の ピ ン ３ ， ４ に よ っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 列 ５ １ ， ５ ２ の 対 応 す る リ ン ク ２
同 士 が 長 さ 方 向 に 屈 曲 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ の ピ ン ３ は 、 対 応 す る リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ に 圧 入 固 定 （ 嵌 合 ） さ れ て こ の リ ン ク
２ に 対 す る 相 対 回 転 が 規 制 さ れ る と 共 に 、 対 応 す る リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔 １ ０ に 例 え ば ル ー
ズ フ ィ ッ ト に よ っ て 微 小 な 隙 間 を 設 け て 遊 嵌 さ れ 、 こ の リ ン ク ２ に 対 す る 相 対 移 動 が 可 能
と さ れ て い る 。
　 第 １ の ピ ン ３ は 、 例 え ば 第 １ の 列 ５ １ の 各 リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ に 圧 入 固 定 さ れ て 、 第
１ の 列 ５ １ の 各 リ ン ク ２ に 対 す る 相 対 回 転 が 規 制 さ れ る と 共 に 、 第 ２ の 列 ５ ２ の 各 リ ン ク
２ の 後 貫 通 孔 １ ０ に 遊 嵌 さ れ て 、 第 ２ の 列 ５ ２ の 各 リ ン ク ２ に 対 す る 相 対 移 動 が 可 能 と さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 同 様 に 、 第 ２ の 列 ５ ２ の リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ は 、 第 ３ の 列 ５ ３ の リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔
１ ０ と チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ に 並 び 、 こ れ ら の 各 貫 通 孔 ９ ， １ ０ を 挿 通 す る 第 １ の ピ ン ３ に よ
っ て 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 列 ５ ２ ， ５ ３ の リ ン ク ２ が 相 互 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 第
１ の ピ ン ３ は 、 第 ２ の 列 ５ ２ の 各 リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ に 圧 入 固 定 さ れ る と 共 に 、 第 ３ の
列 ５ ３ の 各 リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔 １ ０ に 遊 嵌 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ の ピ ン ４ は 、 対 応 す る リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔 １ ０ に 圧 入 固 定 （ 嵌 合 ） さ れ て こ の リ ン
ク ２ に 対 す る 相 対 回 転 が 規 制 さ れ る と 共 に 、 対 応 す る リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ に 例 え ば ル ー
ズ フ ィ ッ ト に よ り 微 小 な 隙 間 を 設 け て 遊 嵌 さ れ 、 こ の リ ン ク ２ に 対 す る 相 対 移 動 が 可 能 と
さ れ て い る 。
　 第 ２ の ピ ン ４ は 、 例 え ば 、 第 １ の 列 ５ １ の 各 リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ に 遊 嵌 さ れ て 、 第 １
の 列 ５ １ の 各 リ ン ク ２ に 対 す る 相 対 移 動 が 可 能 と さ れ る と 共 に 、 第 ２ の 列 ５ ２ の 各 リ ン ク
２ の 後 貫 通 孔 １ ０ に 圧 入 固 定 さ れ て 、 第 ２ の 列 ５ ２ の 各 リ ン ク ２ に 対 す る 相 対 回 転 が 規 制
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 同 様 に 、 第 ２ の ピ ン ４ は 、 第 ２ の 列 ５ ２ の 各 リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ に 遊 嵌 さ れ て 、 第 ２
の 列 ５ ２ の 各 リ ン ク ２ に 対 す る 相 対 移 動 が 可 能 と さ れ る と 共 に 、 第 ３ の 列 ５ ３ の 各 リ ン ク
２ の 後 貫 通 孔 １ ０ に 圧 入 固 定 さ れ て 、 第 ３ の 列 ５ ３ の 各 リ ン ク ２ に 対 す る 相 対 回 転 が 規 制
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さ れ て い る 。
　 上 記 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ に よ っ て 、 無 端 状 の チ ェ ー ン １ の た め の モ ジ ュ ー ル と し
て の リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ は 、 チ ェ ー ン 進 行 方
向 Ｘ に 並 ん で 複 数 配 置 さ れ る よ う に な っ て い る （ 図 ２ に お い て 、 １ つ の リ ン ク ユ ニ ッ ト １
１ の み を 図 示 ） 。 そ し て 、 チ ェ ー ン 進 行 方 向 Ｘ に 隣 接 す る ２ つ の リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ の 対
応 す る 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の 対 応 す る リ ン ク ２ 同 士 が 互 い に 連 結 さ れ る よ う に な っ
て い る 。 こ の リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ が 順 次 に 連 結 さ れ 、 全 体 と し て 無 端 状 を な す チ ェ ー ン １
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ の 第 ３ の 列 ５ ３ の 各 リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ と 、 チ ェ ー
ン 進 行 方 向 Ｘ の 一 方 （ 図 ２ に お い て 、 左 側 ） に 隣 接 す る 他 の リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ の 第 １ の
列 ５ １ の 各 リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔 １ ０ （ 図 示 せ ず ） と を 対 応 す る よ う に 配 置 す る 。 そ し て 、
第 １ の ピ ン ３ を 、 対 応 す る 第 ３ の 列 ５ ３ の 各 リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ に 圧 入 固 定 す る と 共 に
、 対 応 す る 第 １ の 列 ５ １ の 各 リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔 １ ０ に 遊 嵌 す る 。 さ ら に 、 第 ２ の ピ ン ４
を 、 上 記 の 前 貫 通 孔 ９ に 遊 嵌 す る と 共 に 、 上 記 の 後 貫 通 孔 １ ０ に 圧 入 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ の 第 １ の 列 ５ １ の 各 リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔 １ ０ と 、 チ ェ ー ン 進
行 方 向 Ｘ の 他 方 （ 図 ２ に お い て 、 右 側 ） に 隣 接 す る さ ら に 他 の リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ の 第 ３
の 列 ５ ３ の 各 リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ （ 図 示 せ ず ） と を 対 応 す る よ う に 配 置 す る 。 そ し て 、
第 １ の ピ ン ３ を 、 対 応 す る 第 １ の 列 ５ １ の 各 リ ン ク ２ の 後 貫 通 孔 １ ０ に 遊 嵌 す る と 共 に 、
対 応 す る 第 ３ の 列 ５ ３ の 各 リ ン ク ２ の 前 貫 通 孔 ９ に 圧 入 嵌 合 す る 。 さ ら に 、 第 ２ の ピ ン ４
を 、 上 記 の 後 貫 通 孔 １ ０ に 圧 入 嵌 合 す る と 共 に 、 上 記 の 前 貫 通 孔 ９ に 遊 嵌 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 構 成 に よ り 、 チ ェ ー ン 駆 動 時 に お い て 、 第 ２ の ピ ン ４ は 、 チ ェ ー ン 進 行 方 向 Ｘ に
隣 接 す る 対 応 す る 第 １ の ピ ン ３ と 相 対 的 に 接 触 （ 転 が り 摺 動 接 触 ： 転 が り 接 触 お よ び す べ
り 接 触 の 少 な く と も 一 方 を 含 む 接 触 ） す る よ う に な っ て い る 。 そ の 結 果 、 プ ー リ の シ ー ブ
面 に 対 し て 第 １ の ピ ン ３ が 殆 ど 回 転 し な い よ う に し 、 摩 擦 損 失 を 低 減 し て 高 い 伝 動 効 率 を
確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 上 記 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の リ ン ク ２ の 数 が
そ れ ぞ れ 偶 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は 、 ８ ） で 且 つ 相 等 し く さ れ て い る 点 に あ る 。
　 ま た 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の リ ン ク ２ は そ れ ぞ れ 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 中 央 を 中
心 と し て 対 称 に 配 置 さ れ 、 且 つ 互 い に 異 な る 配 置 パ タ ー ン を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 第
１ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の リ ン ク ２ は そ れ ぞ れ 、 チ ェ ー ン １ の 進 行 方 向 Ｘ に 延 び る 中 心 線
Ｃ （ 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ン ３ ， ４ の 軸 方 向 中 心 と 直 交 し 且 つ チ ェ ー ン 進 行 方 向 Ｘ に 延 び る
軸 線 ） を 中 心 と し て 、 線 対 称 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の 列 ５ １ の リ ン ク ２ は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ に 関 し て 、 中 心 線 Ｃ か ら ２ 番 目 、 ４ 番 目
、 ８ 番 目 お よ び １ ０ 番 目 の 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ の 列 ５ ２ の リ ン ク ２ は 、 チ ェ ー ン
幅 方 向 Ｗ に 関 し て 、 中 心 線 Ｃ か ら ３ 番 目 、 ６ 番 目 、 ９ 番 目 お よ び １ ２ 番 目 の 位 置 に 配 置 さ
れ て い る 。 第 ３ の 列 ５ ３ の リ ン ク ２ は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ に 関 し て 、 中 心 線 Ｃ か ら １ 番 目
、 ５ 番 目 、 ７ 番 目 お よ び １ １ 番 目 の 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 中 心 線 Ｃ に １ 番 近 い リ
ン ク ２ 、 す な わ ち 第 ３ の 列 ５ ３ の チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 中 央 部 分 の リ ン ク ２ は 、 中 心 線 Ｃ と
交 差 し な い よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 構 成 に よ り 、 第 ３ の 列 ５ ３ は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 中 央 に 互 い に 積 み 重 ね て 配 置
さ れ る ２ つ の リ ン ク ２ を 含 ん で い る 。 こ の ２ つ の リ ン ク ２ は 、 中 心 線 Ｃ を 挟 ん で 互 い に 接
触 し て い る 。 ま た 、 第 ２ の 列 ５ ２ は 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 両 端 部 （ 一 番 外 側 ） に 配 置 さ れ
る ２ つ の リ ン ク ２ を 含 ん で い る 。 上 記 の 中 心 線 Ｃ は 、 こ の 一 番 外 側 の ２ つ の リ ン ク ２ 間 の
中 央 を 通 っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ は 、 リ ン ク ２ が チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ に 一 定 の 配 置 パ タ ー ン を 繰 り 返 す
よ う に 配 置 さ れ て な る と い う こ と も で き る 。 具 体 的 に は 、 リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １ は 、 中 心 線
Ｃ か ら チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 外 側 に 向 か っ て 順 に 並 べ ら れ た 第 ３ の 列 ５ ３ の リ ン ク ２ 、 第 １
の 列 ５ １ の リ ン ク ２ 、 第 ２ の 列 ５ ２ の リ ン ク ２ 、 第 １ の 列 ５ １ の リ ン ク ２ 、 第 ３ の 列 ５ ３
の リ ン ク ２ お よ び 第 ２ の 列 ５ ２ の リ ン ク ２ か ら な る 配 置 パ タ ー ン を 有 し て お り 、 こ の 配 置
パ タ ー ン が 、 中 心 線 Ｃ か ら チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 外 側 に 繰 り 返 し 配 置 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の そ れ ぞ れ の リ ン ク ２
の 数 を 相 等 し く し て い る の で 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の そ れ ぞ れ の リ ン ク ２ に 生 じ る
応 力 を 概 ね 均 一 に し て 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ 間 に 応 力 の 偏 り が 生 じ る こ と を 防 止 で
き る 。 そ の 結 果 、 強 度 お よ び 耐 久 性 を 格 段 に 向 上 す る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ ～ 第 ３
の 列 ５ １ ～ ５ ３ の そ れ ぞ れ の リ ン ク ２ の 数 を 相 等 し く し て い る の で 、 特 定 の 列 の リ ン ク が
チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ に 突 出 す る こ と が な く 、 装 置 の 小 型 化 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か も 、 従 来 の リ ン ク の 数 が 不 均 一 で あ っ た 構 成 、 例 え ば 、 ９ 個 の リ ン ク を 含 む 第 ２ の
列 と 、 そ れ ぞ れ ８ 個 の リ ン ク を 含 む 第 １ お よ び 第 ３ の 列 と を 備 え 、 第 ２ の 列 の リ ン ク の １
つ が チ ェ ー ン の 中 心 線 上 に 配 置 さ れ る 構 成 に お い て 、 第 ２ の 列 の 中 心 線 上 の １ つ の リ ン ク
を 廃 止 す る の み で 、 本 実 施 の 形 態 の チ ェ ー ン １ を 実 現 で き る 。
　 ま た 、 １ ０ 個 の リ ン ク を 含 む 第 ２ の 列 と 、 そ れ ぞ れ ８ 個 の リ ン ク を 含 む 第 １ お よ び 第 ３
の 列 と を 備 え る 従 来 の 構 成 に お い て 、 第 ２ の 列 の リ ン ク を ８ 個 に す る こ と で 、 本 実 施 の 形
態 の チ ェ ー ン １ を 実 現 で き る 。 具 体 的 に は 、 従 来 の 構 成 の チ ェ ー ン に お い て 、 第 ２ の 列 の
例 え ば チ ェ ー ン 幅 方 向 中 央 の ２ 枚 の リ ン ク を 廃 止 す る こ と で 、 本 実 施 の 形 態 の チ ェ ー ン １
を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 し た よ う に 、 従 来 の 構 成 の チ ェ ー ン に お い て 、 第 ２ の 列 の リ ン ク の 一 部 を 廃 止 す る
簡 易 な 構 成 で 、 本 実 施 の 形 態 の チ ェ ー ン １ を 実 現 で き 、 コ ス ト 安 価 で あ る 。 し か も 、 本 実
施 の 形 態 の チ ェ ー ン １ の 各 リ ン ク ２ の 厚 み を 、 従 来 の 構 成 の チ ェ ー ン の 各 リ ン ク よ り 大 き
く し て も 、 本 実 施 の 形 態 の チ ェ ー ン １ が 従 来 の 構 成 の チ ェ ー ン よ り も 厚 幅 に な る こ と を 防
止 で き る 。 そ の 結 果 、 本 実 施 の 形 態 の チ ェ ー ン １ は 、 小 型 化 お よ び 高 強 度 化 を 同 時 に 達 成
で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 ３ の 列 ５ ３ が 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 中 央 に 互 い に 積 み 重 ね て 配 置 さ れ る ２ つ の
リ ン ク ２ を 含 ん で い る の で 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 中 央 の 強 度 等 を よ り 高 く で き る 。
　 さ ら に 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の そ れ ぞ れ の リ ン ク ２ を 、 そ れ ぞ れ チ ェ ー ン 幅 方 向
Ｗ の 中 央 を 中 心 と し て 対 称 に 配 置 し て い る の で 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ に 関 す る 負 荷 バ ラ ン ス
を 均 一 に で き 、 強 度 等 を よ り 一 層 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の ピ ン ３ と 第 ２ の ピ ン ４ と が 相 対 的 に 転 が り 接 触 移 動 す る こ と に よ り 、 リ ン
ク ２ 同 士 の 長 さ 方 向 の 屈 曲 が 可 能 と さ れ て い る の で 、 例 え ば 、 第 １ の ピ ン ３ が プ ー リ 等 の
動 力 伝 達 対 象 に 係 合 し て 動 力 を 伝 達 す る 際 、 第 ２ の ピ ン ４ が こ の 第 １ の ピ ン ３ に 対 し て 転
が り 接 触 移 動 す る こ と に よ り 、 第 １ の ピ ン ３ が 動 力 伝 達 対 象 に 対 し て ほ と ん ど 回 転 し な い
こ と と な り 、 摩 擦 損 失 を 低 減 し て 高 い 伝 動 効 率 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の そ れ ぞ れ の リ ン ク ２ の 数
は 、 ２ 個 、 ４ 個 ま た は ６ 個 で も よ い し 、 １ ０ 個 以 上 で も よ い 。 ま た 、 リ ン ク ユ ニ ッ ト １ １
は 、 ２ つ の リ ン ク 列 、 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の い ず れ か ２ つ で 形 成 し て も よ
い し 、 ４ つ 以 上 の リ ン ク 列 で 形 成 し て も よ い 。 さ ら に 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の そ れ
ぞ れ の リ ン ク ２ は 、 一 部 の み が 線 対 称 に 配 置 さ れ て い て も よ い し 、 い ず れ も 線 対 称 に 配 置
さ れ て い な く て も よ い 。 ま た 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 中 央 に 互 い に 積 み 重 ね て 配 置 さ れ る ２
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つ の リ ン ク ２ を 有 す る の は 、 第 ３ の 列 ５ ３ に 限 ら ず 、 第 １ の 列 ５ １ や 第 ２ の 列 ５ ２ で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 中 央 以 外 に お い て 、 同 一 の リ ン ク 列 の ２ 枚 の リ ン ク を 互 い に
積 み 重 ね て 配 置 し て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ３ の 列 ５ １ ～ ５ ３ の 少 な く と も １ つ が 、 チ
ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 両 端 に 互 い に 積 み 重 ね て 配 置 さ れ る ２ つ の リ ン ク ２ を 含 む よ う に し て も
よ い 。 こ の 場 合 、 チ ェ ー ン 幅 方 向 Ｗ の 両 端 部 の 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ の ピ ン ３ の み が シ ー ブ 面 に 接 触 し て 動 力 伝 達
を 行 う 場 合 を 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ン ３ ， ４ の 両 方 が シ ー ブ 面 に
接 触 し て 動 力 伝 達 を 行 う 場 合 に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 動 力 伝 達 装 置 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る い わ ゆ る チ ェ ー ン 式 無 段 変 速 機 （
以 下 で は 、 単 に 無 段 変 速 機 と も い う ） の 要 部 構 成 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ を 参
照 し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 無 段 変 速 機 は 、 自 動 車 等 の 車 両 に 搭 載 さ れ る も の で あ り 、 第
１ の プ ー リ と し て の 金 属 （ 構 造 用 鋼 等 ） 製 の ド ラ イ ブ プ ー リ ６ ０ と 、 第 ２ の プ ー リ と し て
の 金 属 （ 構 造 用 鋼 等 ） 製 の ド リ ブ ン プ ー リ ７ ０ と 、 こ れ ら 両 プ ー リ ６ ０ ， ７ ０ 間 に 巻 き 掛
け ら れ た 無 端 状 の チ ェ ー ン １ と を 備 え て い る 。 な お 、 図 ４ 中 の チ ェ ー ン １ は 、 理 解 を 容 易
に す る た め に 一 部 断 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す チ ェ ー ン 式 無 段 変 速 機 の ド ラ イ ブ プ ー リ ６ ０ （ ド リ ブ ン プ ー リ ７ ０
） お よ び チ ェ ー ン １ の 部 分 的 な 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 し て 、 ド ラ イ ブ
プ ー リ ６ ０ は 、 車 両 の 駆 動 源 に 動 力 伝 達 可 能 に 連 な る 入 力 軸 ６ １ に 取 り 付 け ら れ る も の で
あ り 、 固 定 シ ー ブ ６ ２ と 可 動 シ ー ブ ６ ３ と を 備 え て い る 。 固 定 シ ー ブ ６ ２ お よ び 可 動 シ ー
ブ ６ ３ は 、 相 対 向 す る 一 対 の シ ー ブ 面 ６ ２ ａ ， ６ ３ ａ を そ れ ぞ れ 有 し て い る 。 シ ー ブ 面 ６
２ ａ ， ６ ３ ａ は 円 錐 面 状 の 傾 斜 面 を 含 む 。 こ れ ら シ ー ブ 面 ６ ２ ａ ， ６ ３ ａ 間 に 溝 が 区 画 さ
れ 、 こ の 溝 に よ っ て チ ェ ー ン １ を 強 圧 に 挟 ん で 保 持 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 可 動 シ ー ブ ６ ３ に は 、 溝 幅 を 変 更 す る た め の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ （ 図 示 せ ず ） が
接 続 さ れ て お り 、 変 速 時 に 、 入 力 軸 ６ １ の 軸 方 向 （ 図 ５ の 左 右 方 向 ） に 可 動 シ ー ブ ６ ３ を
移 動 さ せ る こ と に よ り 溝 幅 を 変 化 さ せ 、 そ れ に よ り 、 入 力 軸 ６ １ の 径 方 向 （ 図 ５ の 上 下 方
向 ） に チ ェ ー ン １ を 移 動 さ せ て 入 力 軸 ６ １ に 対 す る チ ェ ー ン １ の 巻 き 掛 け 半 径 （ 有 効 半 径
） を 変 化 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 ド リ ブ ン プ ー リ ７ ０ は 、 駆 動 輪 (図 示 せ ず ） に 動 力 伝 達 可 能 に 連 な る 出 力 軸 ７ １
に 一 体 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 ド ラ イ ブ プ ー リ ６ ０ と 同 様 に 、 チ ェ ー ン １ を 強 圧
で 挟 む 溝 を 形 成 す る た め の シ ー ブ 面 ７ ２ ａ ， ７ ３ ａ を そ れ ぞ れ 有 す る 固 定 シ ー ブ ７ ２ お よ
び 可 動 シ ー ブ ７ ３ を 備 え て い る 。 ド リ ブ ン プ ー リ ７ ０ の 可 動 シ ー ブ ７ ３ に は 、 ド ラ イ ブ プ
ー リ ６ ０ の 可 動 シ ー ブ ６ ３ と 同 様 に 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ て お り 、
変 速 時 に 、 可 動 シ ー ブ ７ ３ を 移 動 さ せ る こ と に よ り 溝 幅 を 変 化 さ せ 、 そ れ に よ り チ ェ ー ン
１ を 移 動 さ せ て 出 力 軸 ７ １ に 対 す る チ ェ ー ン １ の 巻 き 掛 け 半 径 （ 有 効 半 径 ） を 変 化 で き る
よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 の 形 態 に 係 る 無 段 変 速 機 で は 、 例 え ば 、 以 下 の よ う に し
て 無 段 階 の 変 速 を 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 出 力 軸 ７ １ の 回 転 を 減 速 す る 場 合 、 ド ラ
イ ブ プ ー リ ６ ０ の 溝 幅 を 可 動 シ ー ブ ６ ３ の 移 動 に よ っ て 拡 大 さ せ 、 チ ェ ー ン １ の 第 １ の ピ
ン ３ の 両 端 の 動 力 伝 達 面 ５ ， ６ を 円 錐 面 状 の シ ー ブ 面 ６ ２ ａ ， ６ ３ ａ の 内 側 方 向 （ 図 ５ の
下 方 向 ） に 向 け て 境 界 潤 滑 （ 接 触 面 内 の 一 部 が 微 小 突 起 の 直 接 接 触 で 、 残 部 が 潤 滑 油 膜 を
介 し て 接 触 す る 潤 滑 状 態 ） 条 件 下 で す べ り 接 触 し な が ら チ ェ ー ン １ の 入 力 軸 ６ １ に 対 す る
巻 き 掛 け 半 径 を 小 さ く す る 。 一 方 、 ド リ ブ ン プ ー リ ７ ０ で は 、 可 動 シ ー ブ ７ ３ の 移 動 に よ
っ て 溝 幅 を 縮 小 さ せ 、 チ ェ ー ン １ の 動 力 伝 達 面 ５ ， ６ を 円 錐 面 状 の シ ー ブ 面 ７ ２ ａ ， ７ ３
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ａ の 外 側 方 向 （ 図 ５ の 上 方 向 ） に 向 け て 境 界 潤 滑 条 件 下 で す べ り 接 触 さ せ な が ら チ ェ ー ン
１ の 出 力 軸 ７ １ に 対 す る 巻 き 掛 け 半 径 を 大 き く す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 逆 に 、 出 力 軸 ７ １ の 回 転 を 増 速 す る 場 合 に は 、 ド ラ イ ブ プ ー リ ６ ０ の 溝 幅 を 可 動 シ ー ブ
６ ３ の 移 動 に よ っ て 縮 小 さ せ 、 チ ェ ー ン １ の 動 力 伝 達 面 ５ ， ６ を 円 錐 面 状 の シ ー ブ 面 ６ ２
ａ ， ６ ３ ａ の 外 側 方 向 に 向 け て 境 界 潤 滑 条 件 下 で す べ り 接 触 し な が ら チ ェ ー ン １ の 入 力 軸
６ １ に 対 す る 巻 き 掛 け 半 径 を 大 き く す る 。 一 方 、 ド リ ブ ン プ ー リ ７ ０ で は 、 可 動 シ ー ブ ７
３ の 移 動 に よ っ て 溝 幅 を 拡 大 さ せ 、 チ ェ ー ン １ の 動 力 伝 達 面 ５ ， ６ を 円 錐 面 状 の シ ー ブ 面
７ ２ ａ ， ７ ３ ａ の 内 側 方 向 に 向 け て 境 界 潤 滑 条 件 下 で す べ り 接 触 さ せ な が ら チ ェ ー ン １ の
出 力 軸 ７ １ に 対 す る 巻 き 掛 け 半 径 を 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の 次 第 で 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 伝 動 効 率 に 優 れ 、 極 め て 大 き な 動 力 を 伝 達 で き
る と 共 に 、 耐 久 性 に 優 れ 、 さ ら に は 、 コ ン パ ク ト な 動 力 伝 達 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る
。
　 な お 、 本 発 明 の 動 力 伝 達 装 置 は 、 ド ラ イ ブ プ ー リ ６ ０ お よ び ド リ ブ ン プ ー リ ７ ０ の 双 方
の 溝 幅 が 変 動 す る 態 様 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 何 れ か 一 方 の 溝 幅 の み が 変 動 し 、 他 方
が 変 動 し な い 固 定 幅 に し た 態 様 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 上 記 で は 溝 幅 が 連 続 的 （ 無 段 階 ）
に 変 動 す る 態 様 に つ い て 説 明 し た が 、 段 階 的 に 変 動 し た り 、 固 定 式 （ 無 変 速 ） で あ る 等 の
他 の 動 力 伝 達 装 置 に 適 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 チ ェ ー ン １ を 側 方 か ら 見 た 場 合 に お い て 、 チ ェ ー ン １ が 各 プ ー リ ６ ０ ， ７ ０ に 噛
み 込 ま れ る 際 の 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ン ３ ， ４ の 互 い の 接 触 点 の 軌 跡 が 、 概 ね イ ン ボ リ ュ ー
ト 曲 線 を 描 く よ う に し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 第 １ の ピ ン ３ の 接 触 面 の 側 断 面 の 形 状 を イ
ン ボ リ ュ ー ト 曲 線 に 形 成 す る 。 ま た 、 第 ２ の ピ ン ４ の 接 触 面 の 側 断 面 の 形 状 を 直 線 に 形 成
す る 。 す な わ ち 、 第 ２ の ピ ン ４ の 接 触 面 を 平 坦 面 に 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 チ ェ ー ン １ の 進
行 に 伴 う こ の チ ェ ー ン １ の 弦 振 動 的 運 動 （ ｃ ｈ ｏ ｒ ｄ ａ ｌ 　 ａ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） が 最 小 限 に 抑
制 さ れ る の で 、 騒 音 が 大 幅 に 低 減 さ れ 、 静 粛 性 が 要 求 さ れ る 自 動 車 用 無 段 変 速 機 に 好 適 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 １ の ピ ン ３ の 動 力 伝 達 面 ５ ， ６ （ 端 面 ） が 対 応 す る シ ー ブ 面 ６ ２ ａ ， ６ ３ ａ ，
７ ２ ａ ， ７ ３ ａ に 接 触 し て 動 力 伝 達 す る 例 を 示 し た が 、 ピ ン や リ ン ク 等 の チ ェ ー ン 構 成 部
材 に 動 力 伝 達 面 を 有 す る 動 力 伝 達 ブ ロ ッ ク 等 、 他 の 動 力 伝 達 部 材 を 備 え る タ イ プ の チ ェ ー
ン を 用 い て も よ い 。
　 本 発 明 は 、 以 上 の 実 施 の 形 態 の 内 容 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 項 記 載 の 範 囲 内 に
お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 動 力 伝 達 チ ェ ー ン の 一 実 施 の 形 態 に 係 る チ ェ ー ン 式 無 段 変 速 機 用 の 動 力
伝 達 チ ェ ー ン の 要 部 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す チ ェ ー ン の 要 部 の 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 動 力 伝 達 装 置 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る い わ ゆ る チ ェ ー ン 式 無 段 変 速 機 の 要
部 構 成 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す チ ェ ー ン 式 無 段 変 速 機 の ド ラ イ ブ プ ー リ （ ド リ ブ ン プ ー リ ） お よ び チ
ェ ー ン の 部 分 的 な 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 　 動 力 伝 達 チ ェ ー ン
　 ２ 　 リ ン ク
　 ３ 　 第 １ の ピ ン （ 一 対 の ピ ン の 一 方 ）
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　 ４ 　 第 ２ の ピ ン （ 一 対 の ピ ン の 他 方 ）
　 ９ 　 前 貫 通 孔
　 １ ０ 　 後 貫 通 孔
　 ５ １ 　 第 １ の 列 （ 第 １ の リ ン ク 列 ）
　 ５ ２ 　 第 ２ の 列 （ 第 ２ の リ ン ク 列 ）
　 ５ ３ 　 第 ３ の 列 （ リ ン ク 列 ）
　 ６ ０ 　 ド ラ イ ブ プ ー リ （ 第 １ の プ ー リ ）
　 ７ ０ 　 ド リ ブ ン プ ー リ （ 第 ２ の プ ー リ ）
　 ６ ２ ａ ， ６ ３ ａ ， ７ ２ ａ ， ７ ３ ａ 　 シ ー ブ 面
　 Ｘ 　 チ ェ ー ン 進 行 方 向
　 Ｗ 　 チ ェ ー ン 幅 方 向
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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